
電力自由化で、賢い消費者の選択とは？ 

 政治を牛耳る旧電力をやめ、新電力を速く選ぼう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発・石炭火力を縮小させることが可能になった。しかも単価の安

い自然エネルギーを増やせば、仕入れ価格が安くなり、結果とし

て「安い電気代」を実現できる。 

旧電力の占有率を低下させ、原発再稼働阻止を 

 実は日本でも自然エネルギーが 5割を超えることがある。2016

年 5 月 4 日九州電力で、正午付近で再エネが 78％に達し、この日

は 1日通じても 38％であった。 

 旧電力は政府の原発再稼働+石炭火力推進政策を支持してい

る。だから旧電力を市場から追い出せば、明るい未来がやってく

る。そのためにも、1 日も速く、東北では東北電力から新電力に

切り替えることが必要。ドイツでは大手電力の占有率 44％までダ

ウンした。ドイツをめざそう。 

 自然エネルギーを増やすために、バイオマス発電の役割が大

事。特に夜間電力として機能してもらう必要がある。各地に小規

模のバイオマス発電を広めよう。 

 

 

 

 きらきら発電は 8 月 26 日「電力自由化と再エネの展望」と題した

学習会を企画。竹村英明先生の講演を 44 名が熱心に聴講しました。 

電力自由化で自然エネルギーを増やせる 

 電力自由化とは既存の大規模電力会社を三分割(発電・送配電・小

売への分割)し、小売部門に新電力会社が参入できるようにしたこと。

新電力への切り替えは簡単。新電力に申し込むだけ。東北では「須賀

川ガス・パルシステム・みつうろこ」などに申し込める。 

 電力自由化で電気代は下がらない。なぜなら仕入れ価格と託送料を

高く設定したから。それは東電の福島事故対策費や廃炉費用等を電気

代に上乗せしたためだ。だが電力自由化で地球温暖化防止・持続可能

な社会実現に向け、自然エネルギーを多く扱う小売会社を選択し、原

発・石炭火力を縮小させることが可能になった。しかも単価の安い自

然エネルギーを増やせば、仕入れ価格が安くなり、結果として「安い電

気代」を実現できる。 

 自然エネルギーはどんどん増えている。しかし政府がそれをストップさせて

いる。1つは政府のエネルギー政策(原発・石炭火力をベースロード電源に位置

付けている)。この計画で風力を 1，7％目標とし、日本の最大のポテンシャル

である風力を閉じ込めている。 
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メール      kirakirahatuden@outlook.jp 

 

自然エネルギー見学会に申し込みを 

 11 月 3～4 日自然エネルギー見学会を

行います。今年は岩手県紫波町・葛巻町

を見学します。27 名定員で 2１名まで申

し込みが入っています。まだ参加可能で

す。申し込みは FAX かメールで事務局に

連絡ください。氏名・住所・携帯電話番

号をお願いします。 

 



 

 

 ８月２６日県民の会キックオフ集会に２６０名 
 8 月 26 日夕方 6 時、宮城県民会館 6 階で、「 

県民の県民による県民のための新しい知事を選 

ぶ会」のキックオフ集会が開かれました。 

 集会では参加者 12 名から県政を変えたい熱い 

思いが語られ、満場一致で会の発足と十大目標 

が確認されました。 

新知事は憲法を大切にする人 

 新知事に期待する十大目標の１つが「憲法を 

大切にすること」。憲法違反の安全法制を支持する知事でもなく、県の PR 動画でセクハラする

知事でもなく、県民の基本的人権を大事にする人を知事に選ぼうということです。 

新知事は住民福祉を第一にし、地方自治の精神を貫く人 

 地方自治体の第一の役割が「住民の福祉増進」です。しかし宮城県の福祉は全国で 40 番以下

です。しかも県は市町村の自治を手助けする立場にあり、市町村長会議で「放射能汚染廃棄物一

斉焼却」を強要することなど、言語道断です。きちんと県民の意思を村井さんに伝えましょう。 

新知事は脱原発・脱石炭をめざす人 

 そして宮城の美しい自然を守り、地球温暖化をストップし、持続可能な社会の実現のため、脱

原発・脱石炭社会をめざす人を知事に選ぼうと呼びかけています。2018 年は女川原発再稼働の

年。東北電力は毎日女川原発の様子をコマーシャルで流しています。今度選ばれる知事は、原発

再稼働の是非を判断する人になります。 

 その他の項目は以下に紹介します。 

●教育がすべての基本と考える 

●被災者や地場産業に寄りそう 

●宮城の人と自然を活かす 

●ひとりひとりを応援する 

●新しい風を吹き込む 

●芸術・文化・スポーツを愛する 

 

 

 

日時 １０月７日（土）午後１時半～４時半 

場所 仙台市福祉プラザ（青葉区五橋） 

入場無料  主催＝脱原発をめざす宮城県議の会、みやぎアクション 

 

新しい県政を私たちの手で！ 

９月８日岩沼小風力発電のお話 

 9 月 8 日(金)午後 4 時半より、長町病院よしの亭

で、きらきら発電役員会の前に「岩沼小風力発電の

半年間」と題して、産電工業関連の（株）サン・グ

リーンエナジーの竹澤晋也様のお話をお聞きしま

す。参加自由です。お話は 1 時間です。 

 

 

 県民が決める!女川原発再稼働の是非 

女川原発の再稼働

を許さない！ 


